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わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
は
日

本
青
年
会
議
所
が
主
催
す
る

全
国
規
模
の
小
学
生
対
象
の

大
会
で
す
。
憧
れ
の
国
技
館

を
目
指
し
て
各
地
で
予
選
を

行
い
ま
す
。
こ
の
大
会
の
真

の
目
的
は
、
勝
負
を
決
す
る

こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
す

が
、
礼
節
、お
も
い
や
り
等
、

人
間
形
成
に
必
要
な
道
徳
教

育
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
墨
田
区
大
会
で
は
毎
年
５

０
０
名
以
上
の
小
学
生
が
墨

田
体
育
館
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
す
。
相
撲
は
他
の

格
闘
技
と
違
い
、
体
重
別
制

が
な
く
、
体
重
差
が
倍
も
違

う
取
組
も
あ
り
ま
す
が
、「小

よ
く
大
を
制
す
る
」
の
醍
醐

味
も
あ
り
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
あ
の
土
俵
の
上
の

雰
囲
気
は
一
種
独
特
の
緊
張

感
と
高
揚
感
が
あ
り
ま
す
。

数
十
人
か
ら
の
一
点
集
中
の

応
援
、
土
俵
上
で
頼
れ
る
の

は
、
自
分
一
人
、
強
そ
う
な

相
手
と
の
睨
み
合
い
、
負
け

た
時
の
砂
塗
れ
の
惨
め
さ
、

土
俵
に
一
礼
を
し
て
土
俵
下

に
お
り
た
時
の
悔
し
さ
等
は

忘
れ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　
で
も
、
す
ぐ
に
「
ま
た
頑

張
ろ
う
」
と
思
う
気
を
持
ち

続
け
「
自
己
啓
発
」
を
忘
れ

ず
に
再
度
挑
戦
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
な
が
ら
、
勝
者

に
も
、
敗
者
に
も
「
何
に
で

も
あ
き
ら
め
ず
頑
張
っ
て

ね
」
と
拍
手
を
送
り
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
猛
暑
、
長
い
残
暑

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
す

っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し

た
。
秋
と
い
う
と
紅
葉
の
季

節
で
す
。

　
木
は
、
葉
を
落
と
す
時
期

に
な
る
と
今
ま
で
葉
を
緑
色

に
見
せ
て
い
た
葉
緑
素
「
ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル
」
が
老
化
、
分

解
さ
れ
他
の
色
が
現
れ
始
め

る
そ
う
で
す
。
　
　
　

　
カ
エ
デ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な

ど
の
葉
が
赤
く
な
る
も
の
は

光
合
成
に
よ
り
葉
に
蓄
積
さ

れ
た
糖
分
か
ら
ア
ン
ト
シ
ア

ン
と
い
う
赤
い
色
素
が
合
成

さ
れ
葉
が
赤
く
色
づ
き
ま

す
。

　
イ
チ
ョ
ウ
、
コ
ナ
ラ
な
ど

の
葉
が
黄
色
く
な
る
も
の
は

も
と
も
と
葉
に
含
ま
れ
て
い

た
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
と
い
う
色

素
が
、
葉
緑
素
が
分
解
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
目
立
っ
て
現

れ
黄
色
い
葉
と
な
る
そ
う
で

す
。

　
今
年
は
猛
暑
日
が
続
い
た

の
で
日
照
時
間
が
長
く
な
り

木
々
の
葉
の
育
ち
が
よ
く
な

り
紅
葉
が
鮮
や
か
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
葉
や

け
を
し
て
し
ま
っ
て
い
な
い

か
が
心
配
で
す
が
。

　
東
京
税
理
士
会
館
の
前
に

は
新
宿
御
苑
が
あ
り
、
日
本

庭
園
で
は
見
事
な
紅
葉
が
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
神
宮
外
苑

で
は
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
黄

葉
と
落
葉
し
た
時
の
黄
色
の

絨
毯
を
楽
し
め
ま
す
。

　
会
館
に
来
た
際
に
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
Ｈ
・
Ｓ
）

　「税政連サポート募金」は政治資金規正法の関
係上、個人の税理士の方を対象としております。
法人にお勤めの方がお振込をされる場合は個人名
をご記入下さいますようお願い申し上げます。ま
た、個人の方についても日本国籍を有する方に限
らせていただきます。（規正法第�条、第�条の５）

　
海
江
田
万
里
を
囲
む
税
理
士

の
会
（
川
野
貴
清
会
長
）
は
、

�
月
５
日
、
国
会
見
学
会
と
国

政
報
告
会
を
開
催
し
た
。

　
国
会
議
事
堂
（
昭
和
�
年
竣

工
）
見
学
で
は
、
海
江
田
議
員

秘
書
の
案
内
の
も
と
衆
議
院
議

場
や
御
休
所
（
皇
族
の
控
室
）

等
を
見
学
し
た
。

　
そ
の
後
、
憲
政
記
念
館
に
会

場
を
移
し
、
海
江
田
議
員
同
席

の
も
と
国
政
報
告
会
を
開
催
し

た
。

　
海
江
田
議
員
は
、
早
急
に
臨

時
国
会
を
開
催
し
、
目
下
の
と

こ
ろ
懸
案
と
な
っ
て
い
る
「
特

例
公
債
法
案
の
成
立
」
と
「
選

挙
制
度
改
革
」
に
民
自
公
が
協

力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
「
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
に

税
理
士
を
登
用
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
に

対
し
、
早
速
、
厚
生

労
働
大
臣
に
申
し
入

れ
を
し
た
い
と
述
べ

た
。

　
さ
ら
に
「
税
制
改
正
」や
「税

理
士
法
改
正
」
の
要
望
に
つ
い

て
も
引
続
き
、
実
現
で
き
る
よ

う
精
一
杯
取
組
ん
で
い
く
旨
の

意
気
込
み
を
述
べ
た
。

　
東
税
政
か
ら
内
藤
会
長
、
德

田
幹
事
長
と
鳩
岡
後
援
会
対
策

委
員
長
が
出
席
し
た
。

（
記
・
今
井
博
子
）

　
「
税
理
士
に
よ
る
山
花
郁
夫

後
援
会
」
は
９
月
５
日
、
創
立

総
会
を
調
布
ク
レ
ス
ト
ン
ホ
テ

ル
で
開
催
し
た
。

　
東
税
政
か
ら
内
藤
会
長
、
高

橋
副
会
長
、
德
田
幹
事
長
が
出

席
し
た
。

　
創
立
総
会
で
は
、
後
援
会
役

員
を
選
任
し
、
後
援
会
会
長
に

坂
本
勝
哉
会
員
（
武
蔵
野
）
、

幹
事
長
に
星
雅
典
会
員
（
同
）

が
就
任
し
、
後
援
会
規
約
も
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
山
花
議
員
に
よ
る

国
政
報
告
会

も
実
施
さ
れ

た
。

　
現
在
、
党

内
で
行
わ
れ

て
い
る
「
民

主
党
マ
ニ
フ

ェ

ス

ト

評

価
」
の
議
論

を
政
局
の
動

向
を
絡
め
な

が
ら
披
露
し

た
。

　
同
議
員
は

現
在
、
民
主

党
政
策
調
査

会
筆
頭
副
会

長
を
経
て
法

務
副
大
臣
の
要
職
に
就
い
て
い

る
。
ま
た
民
主
党
税
理
士
制
度

推
進
議
員
連
盟
に
参
加
し
、
税

理
士
法
改
正
に
向
け
積
極
的
に

運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
（記
・
星
雅
典
）

　
新
宿
税
理
士
政
治
連
盟
（
内

田
稔
会
長
）は
、
�
月
２
日
、海

江
田
議
員
を
通
じ
、
日
本
銀
行

本
店
（
写
真
下
）
の
見
学
会
と

講
演
会
を

実

施

し

た
。
講
演

の
内
容
は

「
税
制
改

正
に
つ
い

て
」
。

　
普
段
は

見
る
こ
と

の
で
き
な

い
地
下
金

庫
ま
で
見

学
、
参
加

し
た
会
員

は
少
々
興

奮
気
味
で
あ
っ
た
。

　
今
期
の
運
動
方
針
に
〝
目
に

見
え
る
運
動
〟
の
実
施
を
掲
げ

て
い
る
。
今
回
は
第
一
弾
と
し

て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
当
日
の
参
加
者
は
�
名
で
あ

っ
た
。

（
記
・
茂
林
　
仁
）

　
　
　
　
訃
　
報
　
　
　
　

斎
藤
七
郎
氏
　
元
大
森
税
政
連

会
長
。
（
大
森
税
政
連
）

平
成
�
年
８
月
６
日
／
�
歳

大
竹
康
夫
氏
　
本
連
盟
相
談

役
。
総
務
副
会
長
、
副
会
長
、

浅
草
税
政
連
で
は
会
長
、
幹
事

長
を
歴
任
。
（
浅
草
税
政
連
）

平
成
�
年
�
月
７
日
／
�
歳
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